
8月5日長野地方最賃審は長野県の最低賃金を50円引き上げ、998円と答申しました。私たち
の要求である1,500円には遠く及ばず、東京（1,163円）との格差もそのままです。
県労連は審議会終了後、直ちに駅前で宣伝行動
を行い、改めて1,500円への引き上げを訴えました。
また審議会への異議申し立ても行いました。
異議申し立ての審議は8/20に行われます。
ここで金額が確定すると10/1に発効します。
県春闘共闘は同日に周知宣伝を予定しています。

長野地方最賃審傍聴レポート（県労連事務局次長岩谷元気）
昨年から公開範囲が広がり専門部会も一部公開となったため、県労連では
傍聴参加を呼びかけ、7/29の第2回審議会には8名が参加。審議会の運営規定
では傍聴は原則5人となっていますが、それを上回る人数での傍聴が認めら
れました。審議会の最後には会長からも透明性確保のため傍聴については
積極的に受け入れるとの発言もあり、規則改正が検討されることになりま
した。審議会の民主化も一歩前進です。

7月31日の第2回専門部会から本格的な金額審議がはじまります。労働者側は1,000円の大台
に乗せるため+52円を提示。企業経営も厳しさに理解を示しながらも、現状の最賃の水準は最
賃法１条、憲法25条で保障された水準に達しておらず早急に引き上げるべきと強く主張しま
した。対する使用者側は、中小企業の価格転嫁が進んでいないとし、日商の中小企業賃金改定
調査の賃金上昇率（2.9％）から算出した+27円を提示。

双方一歩も退かない中で、審議委員の1人が公益委員へ双方の主張に
ついての見解を求める場面がありましたが会長は「現時点で見解を表
明するのは自身の制度感とは違う」と拒否しました。政策的に賃金を
底上げしていくことが求められている状況で、労使協議に丸投げし、
一歩引いた公益委員の姿勢は無責任に映りました。

この日の専門部会でパ臨連が取り組んだ長野県非正規労働黒書が資料として配布されました。

8/5の答申日、審議会の直前までもつれ込んだ専門部会は+50円と中央答申通りとなりまし
た。中央審議会会長からのメッセージでも地方審へ主体性発揮が求められていましたが、長野
地方審はそれを受け止めることはありませんでした。コロナ禍で目安額が示されなかった
2020年を除けば、11年連続の中央目安額通りとなります。
過去最高と言っても50円（5％)では、物価上昇の後追いにすぎず、最低賃金近傍の労働者の
生活改善には、つながらない金額です。一桁足りないと言わざるを得ません。8/20には異議申
しての審議が予定されています。県労連は改めて1,500円への引き上げを求め、異議を申し立
て行います。
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+50円998円を答申



青年部企画ラフティング

８月４日（日）青年部企画第二弾として 安曇野市豊科のアルプスラ
インクルーズにて、ラフティングを行いました。
ラフティングとは、5～8名が定員のラフトボートごとに、漕艇やレス

キューの技術を身に付けたガイドさんが乗り合わせ、川下りを楽しむ
ウォーターレジャーです。
★医労連・高教組・松本地区労連から子供も含め13人の参加がありまし
た。アクティブなグループと穏やかなグループに分かれてゴムボートに
乗車。ボートでジャングルを巡る体験を味わうジャングルクルーズのよ
うなガイドさんがそれぞれ付いてくれ、軽妙なトークに導かれながら、
こぎ方や落ちた時の浮き方等を楽しく教えて頂きながら川を下っていま
した。犀川の支流、万水川から出発し、大王わさび農園に到着。水の流
れも穏やか、湧き水がたくさん流れるので、透明度も冷たさも抜群！！
ボートをおり、ワサビの気持ちになりしばらく川に浸かりました。

★ 当日は晴天に恵まれ、青い空、白い雲、緑の山並み、透明な川の水、黒トンボ、アオ
サギ、カワウなど自然豊かな水辺を身近に感じられました。湧き水が流れるラインクルー
ズは安曇野だけ！！ぜひ、皆さんも体験してみて下さい。(*^-^*)
その後は、みんなでピザを食べ交流を深めました。新しい仲間も増え、次はどんな企画を
しようか。青年部の企画にご期待下さい!!

★万水川は穏やかな支流なので、初めてでも安心して楽
しむことが出来ました。ラフティングは、チームワーク
アクティビティです。片足をおろしながら支流を下り、
生い茂る草木をよけながら、掛け声をかけてパドルをみ
んなでこぎました。みんなで協力しながらかわを下り、
穂高川や高瀬川と犀川の合流地点からは大きな川幅とな
り、また違った楽しみがありました。



『ろうきん奨学会』を紹介 活用しましょう！

県労連ではろうきん奨学会理事会に理事として参加しています。8月5日（月）に2024
年第2回の理事会が行われ、2025年の募集について検討、決定しました。

7月の幹事会でも営業統括部より説明がありました。

昨今の物価高で教育費への不安が増してきています。
理事会でも、日本学生支援機構（旧日本育英会）で
有利子の奨学金を貸与されている学生が、卒業後の
返済の不安を語った、という情報もありました。

他県にはない、無利子の奨学金です。経済的な
理由で教育の機会を失うことのないよう、広めたい
ものです。
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